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カ
ル
ビ
ー
ポ
テ
ト
馬
鈴
薯
研
究
所
で

は
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
新
品
種
の
評
価
を
行
な

っ
て
お
り
、
そ
の
な
か
の
ひ
と
つ
、
チ
ッ

プ
用
品
種
「A

ndovar

（
ア
ン
ド
ー
バ
ー
）」

が
2
0
0
8
年
、
北
海
道
の
優
良
品
種
に

認
定
さ
れ
た
。
ア
ン
ド
ー
バ
ー
は
米
国
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
コ
ー
ネ
ル
大
学
で
１
９

８
１
年
に
「A

llegany

」
と
「A

tlantic

」

を
親
に
交
配
さ
れ
た
。
ジ
ャ
ガ
イ
モ
シ
ス

ト
セ
ン
チ
ュ
ウ
抵
抗
性
を
持
ち
、
ポ
テ
ト

チ
ッ
プ
加
工
時
の
カ
ラ
ー
に
優
れ
る
。
国

内
へ
は
カ
ル
ビ
ー
ポ
テ
ト
が
95
年
に
導
入

し
、
03
年
よ
り
予
備
試
験
を
実
施
。
04
年

か
ら
は
北
海
道
立
農
業
試
験
場
や
北
海
道

農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
で
「
Ｃ
Ｐ
04
」
の
名

で
馬
鈴
し
ょ
輸
入
品
種
等
選
定
試
験
を
行

な
っ
た
。
06
年
よ
り
実
用
化
に
向
け
て
道

内
で
の
現
地
試
験
を
進
め
て
い
る
。

ア
ン
ド
ー
バ
ー
の
熟
期
は
、
加
工
用
の

主
要
品
種
で
あ
る
ト
ヨ
シ
ロ
よ
り
や
や
早

い
中
早
生
、
ワ
セ
シ
ロ
よ
り
は
や
や
遅
い
。

研
究
所
の
試
作
結
果
か
ら
、
収
量
と
比
重

は
ト
ヨ
シ
ロ
に
や
や
劣
る
も
の
の
、
サ
イ

ズ
が
均
一
で
総
収
量
に
お
け
る
規
格
品
率

が
高
く
、
障
害
率
も
低
く
抑
え
る
こ
と
が

期
待
で
き
る
。
07
年
に
実
施
し
た
北
海
道

川
西
地
区
の
試
作
で
は
、
不
良
率
が
ト
ヨ

シ
ロ
16
・
7
％
に
対
し
て
、
ア
ン
ド
ー
バ

ー
は
6
・
4
％
と
い
う
結
果
だ
っ
た
。
実

際
に
試
作
し
た
生
産
者
か
ら
は
、「
ハ
ー

ベ
ス
タ
の
機
上
で
除
去
す
る
イ
モ
が
な

く
、
選
別
が
非
常
に
楽
だ
っ
た
」「
粉
状

そ
う
か
病
が
ト
ヨ
シ
ロ
よ
り
少
な
か
っ

た
」
と
の
感
想
を
得
て
い
る
。

ま
た
、
チ
ッ
プ
カ
ラ
ー
の
良
さ
は
、
生

育
中
の
早
い
時
期
か
ら
収
穫
時
、
そ
し
て

貯
蔵
中
ま
で
常
に
ト
ヨ
シ
ロ
を
上
回
る
。

工
場
で
行
な
っ
た
ラ
イ
ン
テ
ス
ト
で
は
、

カ
ラ
ー
が
均
一
で
白
く
、
バ
ラ
ツ
キ
が
少

な
い
と
い
う
結
果
を
得
た
。
一
方
で
低
温

貯
蔵
に
は
向
か
な
い
こ
と
や
芽
が
太
く
取

れ
づ
ら
い
と
い
っ
た
特
徴
も
あ
り
、
早
掘

り
か
ら
2
月
ご
ろ
ま
で
の
使
用
が
目
安
に

な
る
だ
ろ
う
。
用
途
に
つ
い
て
は
、
ポ
テ

ト
チ
ッ
プ
以
外
に
「
じ
ゃ
が
り
こ
」（
カ

ル
ビ
ー
の
商
品
）
と
「Jag

ab
ee

」（
同
）

が
評
価
継
続
段
階
だ
。
ジ
ャ
ガ
イ
モ
シ
ス

ト
セ
ン
チ
ュ
ウ
の
抵
抗
性
を
持
っ
た
品
種

の
な
か
で
は
唯
一
「Jag

ab
ee

」
に
使
え

る
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待

し
て
い
る
。

一
般
原
料
の
栽
培
は
一
部
産
地
で
2
0

1
0
年
よ
り
開
始
し
、
そ
の
翌
年
か
ら
本

格
的
に
作
付
け
す
る
予
定
だ
。
今
年
の
試

作
を
含
め
て
実
用
規
模
で
評
価
を
継
続

し
、
状
況
が
良
け
れ
ば
さ
ら
な
る
普
及
を

進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
カ
ラ
ー
に
優
れ
、

不
良
率
の
低
い
新
品
種
「
ア
ン
ド
ー
バ
ー
」

カ
ル
ビ
ー
ポ
テ
ト
㈱
　
馬
鈴
薯
研
究
所

開 発 者 が 明 か す 次 の 一 手  

粒揃いが良くカラ
ーに優れる。粉状
そうかはトヨシロ
に比べて少ない。 0 

ア
ン
ド
ー
バ
ー 

JIT検査における不良率（％） 

ト
ヨ
シ
ロ 

5 10 15 20 
（％） 

■小玉  
■大玉  
■疫病・腐敗  
■黒色心腐  
■褐色心腐  

■中心空洞 
■緑化  
■傷・打撲  
■そうか病  
■その他 

1985年に設立（当時は十勝馬鈴薯
研究所）。自社育成のほか、海外か
らの加工用を中心とした品種の導入
と国内における適性評価を行なう。
これまでにスノーデン、ノーキング
ラセット、シェポディーなどを導入。
また、加工用馬鈴薯の栽培技術に関
する試験および技術支援も行なう。

問い合わせ
TEL：0155-61-3400
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長
崎
県
を
は
じ
め
と
す
る
西
南
暖
地
で

は
、
春
作
に
お
い
て
疫
病
に
よ
る
被
害
が

問
題
に
な
り
や
す
い
。
長
崎
県
は
「
ニ
シ

ユ
タ
カ
」「
デ
ジ
マ
」「
メ
ー
ク
イ
ン
」
の

3
品
種
が
作
付
面
積
の
98
％
を
占
め
、
こ

れ
ら
は
い
ず
れ
も
疫
病
に
弱
い
。
農
薬
に

よ
る
防
除
に
頼
っ
て
い
る
も
の
の
、
本
病

に
卓
効
の
あ
る
メ
タ
ラ
キ
シ
ル
剤
に
耐
性

を
示
す
疫
病
菌
も
出
現
し
て
い
る
。

長
崎
県
総
合
農
林
試
験
場
作
物
園
芸
部

生
物
工
学
科
で
は
、
疫
病
に
強
い
品
種
を

探
索
し
、
交
配
に
よ
っ
て
さ
ら
に
強
い
交

配
親
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、
高
い
精
度

で
迅
速
に
抵
抗
性
が
判
定
で
き
る
D
N
A

マ
ー
カ
ー
を
用
い
た
効
率
的
な
選
抜
法
の

開
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
本
県
で
採
集

さ
れ
た
メ
タ
ラ
キ
シ
ル
耐
性
疫
病
菌
に
対

し
て
抵
抗
性
を
示
す
品
種
・
系
統
を
検
定

し
た
と
こ
ろ
、
圃
場
抵
抗
性
と
さ
れ
る

「
花
標
津
」「
さ
や
あ
か
ね
」「
W
5
5
3

│
4
」「A

tzim
ba

」「
V
│
2
」
の
ほ
か
、

疫
病
真
性
抵
抗
性
遺
伝
子
R
2
を
持
つ
品

種
・
系
統
で
抵
抗
性
を
示
し
た
。
現
在
こ

れ
ら
の
抵
抗
性
品
種
・
系
統
同
士
の
交
配

で
交
配
母
本
を
選
定
中
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

野
生
種

Solanum
stoloniferum

由
来

の
疫
病
真
性
抵
抗
性
遺
伝
子R

2sto

を
持

つ
抵
抗
性
個
体
が
判
別
で
き
る
D
N
A
マ

ー
カ
ー
を
開
発
し
た
。

交
配
育
種
を
行
な
っ
て
い
る
同
試
験
場

愛
野
馬
鈴
薯
支
場
で
は
す
で
に
抵
抗
性
系

統
の
選
抜
に
D
N
A
マ
ー
カ
ー
が
利
用
さ

れ
、
今
後
は
、
選
定
中
の
抵
抗
性
交
配
母

本
と
併
せ
て
、
疫
病
抵
抗
性
有
望
系
統
の

育
成
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

D
N
A
マ
ー
カ
ー
で
効
率
的
に
選
抜

疫
病
抵
抗
性
育
種
素
材
の
育
成
進
む

長
崎
県
総
合
農
林
試
験
場
　
作
物
園
芸
部
生
物
工
学
科
　
大
林
憲
吾おおばやし けんご

1997年より長崎県
総合農林試験場で、

ジャガイモの病虫害抵抗性のDNA
マーカー選抜法の開発に従事。

問い合わせ
TEL：0957-26-4326
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矢印が疫病真性抵抗遺伝子R2stoを持つ個体を判別
するDNAマーカー。※印がメタラキシル耐性菌の接
種検定で抵抗性を示した個体。1は北海56号、2はノ
ーチップ、3～15は雑種後代（北海56号♀×ノーチ
ップ♂）、16はサイズマーカー。

DNAマーカーによる疫病抵抗性の判定

日
本
曹
達
で
は
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
疫
病
専

用
剤
「
エ
キ
ナ
イ
ン
顆
粒
水
和
剤
」
の
農

薬
登
録
を
２
０
０
７
年
8
月
に
取
得
し

た
。
同
剤
は
米
国
デ
ュ
ポ
ン
社
が
開
発
し

た
シ
モ
キ
サ
ニ
ル
と
ク
ミ
ア
イ
化
学
工
業

㈱
が
開
発
し
た
ベ
ン
チ
ア
バ
リ
カ
ル
ブ
イ

ソ
プ
ロ
ピ
ル
を
有
効
成
分
と
す
る
。

シ
モ
キ
サ
ニ
ル
は
核
酸
（
D
N
A
、
R

N
A
）
や
ア
ミ
ノ
酸
、
脂
質
の
合
成
を
阻

害
し
、
疫
病
を
予
防
す
る
。
初
期
感
染
の

抑
制
に
も
作
用
が
あ
り
、
第
一
次
感
染
源

と
な
る
茎
部
の
疫
病
に
対
す
る
効
き
め
も

高
い
。
ベ
ン
チ
ア
バ
リ
カ
ル
ブ
イ
ソ
プ
ロ

ピ
ル
は
疫
病
菌
に
対
し
て
極
め
て
低
濃
度

で
菌
糸
生
育
を
阻
止
す
る
。
両
剤
と
も
既

存
疫
病
剤
に
対
す
る
耐
性
菌
に
も
有
効

で
、
耐
雨
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
処
理
適
期

幅
が
広
い
の
も
特
長
だ
。

異
な
る
2
つ
の
有
効
成
分
を
配
合
し
た

こ
と
に
よ
り
、
持
続
的
に
疫
病
を
抑
制
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
す
で
に
疫
病
菌
が
ジ

ャ
ガ
イ
モ
に
侵
入
し
た
直
後
の
状
態
で

も
、
初
期
感
染
抑
制
効
果
に
よ
っ
て
確
実

に
発
病
を
抑
え
る
。
さ
ら
に
、
浸
達
性
に

優
れ
る
こ
と
か
ら
散
布
む
ら
が
生
じ
て
も

安
定
し
た
防
除
効
果
が
期
待
で
き
る
。

本
剤
は
疫
病
の
発
病
前
か
ら
感
染
初
期

の
使
用
が
効
果
的
で
、
特
に
ジ
ャ
ガ
イ
モ

の
生
育
初
期
（
開
花
前
）
と
感
染
の
可
能

性
が
高
ま
る
8
月
上
旬
の
使
用
が
望
ま
し

い
。
ジ
ャ
ガ
イ
モ
疫
病
菌
は
薬
剤
耐
性
菌

が
発
達
し
や
す
い
こ
と
か
ら
、
発
病
を
確

認
す
る
前
に
予
防
散
布
を
行
な
う
こ
と
を

基
本
と
し
、
作
用
性
の
異
な
る
薬
剤
と
の

輪
番
使
用
も
呼
び
か
け
て
い
る
。

2
つ
の
有
効
成
分
で
ジ
ャ
ガ
イ
モ
疫
病
に
卓
効

予
防
性
と
持
続
性
に
優
れ
る
疫
病
専
用
剤

日
本
曹
達
㈱
　
農
業
化
学
品
事
業
部
普
及
グ
ル
ー
プ
　
原
本
雅
昇

品種：メークイン　区制：1区4.5×3.5m、3反復　 
発生：甚発生　初発生：6/30　 
散布：6/18、6/24、7/1、7/7、7/14 
調査：7/1、7/7、7/21に各区20株を発病程度別に調査した。 
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B水和剤 
600倍 

A水和剤 
2,000倍 

エキナイン 
2,000倍 無処理 

発病度（％） 

はらもと まさひろ

1985年入社。小田
原研究所で殺菌剤

の生物評価に従事する。これまで
「パンチョTF」「エキナイン」など
の開発研究に関わる。2008年より
普及グループ。農学博士。

問い合わせ
TEL：03-3245-6178
URL：http://www.nippon-soda.co.jp/

ジャガイモの疫病に対する予防効果


